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2003年4月1日 より2004年3月12日 までのほぼ1年 間,本 学
より在外研究 の許可 をい ただき,英 国サザ ンプトン大学 の
振動騒音研究所(InstituteofSoundandVibrationResearch;
ISVR)で 研 究 をさせていただ く機 会 を得 た.あ っという問
ではあったが,著 者 にとって大変貴重で有意義な期 間とな
った.こ こで はサザ ンプトン大学,'ISVRの 様子 と共 に英国
での生活など紹介 させていただく.
2.サ ザ ン プ トン7,ド
サザ ンプ トン(Southampton)は ロンドンか ら80マ イル
(130km)ほ ど南南西 に向か った南部 の港町である」タイタ
ニック号 の出航 した港 ,少 女漫画 のキャンディキャンディの
誰 それが旅 たった港 としても知 られている.た だしこれは
日本人 にとってであって,地 元の人 にとってはタイタニック
号 の話 は悲劇 であり,映 画 「Titanic」も盛 り上が らなか った
ようである.ま してや,キ ャンディキャンディは知る人 もヤ・な
い.「日本 であれば町おこしのいいねたになるよ」と話 して
もあきれ顔 を返 され るの は当 たり前で あったか もしれ な
い.な お,著 者が居 を構 えたそばの埠頭か らタイタニック号
が 出航 した.出 航 した場所 か ら500m程 も離 れた埠頭 の入
り口にささや かな記念碑 があるが,埠 頭の立 ち入 りは制 限
されており,記念碑 も警備 ゲートの先 にあり,このことからもタ
イタニック号 はあまり触れたくないものであると強く感じた.
サザ ンプトン市 はラグビーボール を立て たような形 の都
市 で,南 北10kmほ どしかない.大 きさは神 奈川区の2倍 程
度,人 口は32万 人(37都 市中22番),市 内人口は神奈 川区
よりも少 ない21万 人である.サ ザ ンプトン大学 関係者数が2
万5千 人(う ち学 生数2万 人)で あり,学 園都市 と言 っても過
言で はない.
市の中心 は南側 にあり,北 側 には広大 な芝生 と林 か らな
る広場SouthamptonCommonと サ ザ ンプトン大学Highfield
キャンパ スが位 置 している,中 心 街 は,中 世 に造 られ た町
を囲んでいた壁 の北 門Bargate(写 真1)を 中心 に,市 役所,
鉄道駅,バ スターミナル,シ ョッピングモール,オ フィスが集
まる.至 るどころに公 園があ り,娘 を連 れてよく遊 びに出か
けた ものである.そ の一つ,海 に面 したMayflower公 園で
は毎年,BOATSHOWが 開催 され,私 も豪華 ヨットに乗船
して富豪 を夢見 る一瞬 を楽 しんだ.2004年1月,こ の公園
で,世 界最大 のQueenMarryII号 のNamingceremony,出 港
式が執 り行 われ,多 くの人で賑 わった.散 髪屋 のおじさん
がQM2号 の母 港 が ここだ と熱 く語 った こと,娘 の通 う
preschoolがNamingceremonyに 参加するために午後はお休
みとなったことなど強 く印象 に残 った.な お,QM2号 はフラ
ンスの会社で建造 されたが,前 の年 の12月 に足場が崩 れ死
者が 出るという事故 に見舞 われた.日 本でも建造 中の豪華
客船の事故 があったばかりであったので複雑 な心持 となっ
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たことを記憶 している.ま た;SouthamptonCommonで は熱
気球 フェスティバ ルが 開催 され,色 鮮 やか な熱気球が一同
を介 して空に浮かぶ光景 は圧巻 であった.
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3.サ ザ ンプ トン大学
サ ザ ン プ トン 大 学(略 称,Sotoh)は1862年 に 今 も総 合
図 書 館(写 真2)に そ の 名 を 残 すHartley研 究 所 が 設 立 さ れ,
1952年 にRoyalcharterを 得 て 大 学 として の 道 を 歩 み 始 め
た.英 国 で は 数 多 くの 大 学 ラ ンキ ング が 毎 年 発 表 さ れ る.
一 例 として
,,Timesの 研 究 教 育,教 員 数,設 備 投 資 な ど の 総
合 的 な 調 査 結 果 に よ れ ば,1位 はOxford大,2位 は
Combridge大,...,24位 にSoton(全101大 学)と の ことで あ
っ た 、1キャ ンパ ス は7個 あ り}一 つ(隣 町Winchester)を 除 い
て サ ザ ン プ トン市 内 に あ る.現 在 のSotonは,以 下 の3つ の
学 部 を有 す る.
(1)Engineering,ScienceandMathematics




(5つ のSchoo1と 総 合 病 院)
4.ISVR
私 が 所 属 したInstituteofSoundandVibrationResearch(略
称,ISVR)はFaculty6fEngirieering,Scienceand
Mathematicsの ひ とつ の 研 究 所 で あ る.メ インのHighfieldキ
ャ ンパ ス に あ る(写 真3).
ISVRの 誕 生 は1963年 で,航 空 宇 宙 学 科 の 振 動 分 野 が 独
立 した もの で あ る.現 在 もヨー ロ ッパ の み な らず 世 界 を リー
ドす る振 動 騒 音 研 究 所 で あ る.そ の た め,昔 か ら多 くの 日
本 の 大 学 教 員 が 在 外 研 究 で 訪 れ,企 業 か ら 多 くの 研 究 委
託 が な され て い る.ISVRで は,教 育 一研 究 一 コ ンサ ル タン
トを 三 本 柱 に して い る.・'㌦
4.1組 織 ・
ISVRに は,4つ のAcademicグ ル ー プ,4つ の セ ッシ ョン か
らな るコ ン サ ル タン ト,英 国 南 部 の 蝸 牛 注 入 セ ンター で あ る























































スタッフ数 は,教 員25名,コ ンサルタントと蝸牛注入 セン
タ(外 科医,セ ラピストなど)30名,研 究員35名,事 務 関係
45名,学 生数210名(学 部生80名,修 士生50名,博 士生80名)
である.学 部 生 より院生が多 く,学 部 生の ほとんどは英 国
人であったが,院 生 のほとんどは外 国人 で,振 動 騒音 を学
ぶために世界各国か ら集 まっている.
事務 関係 には,秘 書,設 備 関係,図 書員 などはもちろん
のこと,ISVR独 自に電気 関係,コ ンピューダ関係 のサ ポー
タがいる.日 本の会社 のように,教 員はパソコンの修理,ソ
フトのインストール,1セキュリティ管理 などまったく気 にする
必要が ない.何 か困ったことがあれば,JobCardを 書 けば,
サポータが対 応 してくれ る.新 年度 の度 にパ ソコンの電源
の入れ方,ソ フトのインストールの仕方か ら不具合 の解決 ま
で学生 のため にやってい た私 にとっては,こ のシステムは
感動する ものであった.
1
70 神奈川大学工学研究所 所報 第27号
4.2組 織
ほとんどの博 士学生 は授業料 を払 ってい ない.む しろ,
プロジェクトに参画することで,大 学 から賃金 を得 てい る.
その ため に,教 員 はプロジェクト企 画書 など頻 繁 に書 き,
公 私機 関 を問 わず助成金 取得 に力 を入 れていた.日 本 で
は振動騒音 の国家 プロジェクトは皆無 と言 えようが,英 国,
EUで は多 くあると聞 いて いる.学 生 らに出身国の大学 事
情 を聞いたところ,概 してヨーロッパ の大 学 は勉 強 しない
と卒業 できないとのことで,し っか りと勉 強 して きていた.
韓国か らの研究生 と私 の,日 本 と韓 国の大学の話は大 いに
彼 らを驚かせた。
ISVRの 運営 につ いて教員 や秘書 に尋ね たところ,独 立













ショートコース,寄 付,博 士課程授業料 など
研 究助 成,コ ンサルタント関係 の収 入の割合がか なり高
い.プ ロジェクトの内容 はそれほど華 々しいもので はない
にも関 らず これ程 までの助成 が国などか ら得 られ るとい う
ことは,私 にはか なりの驚 きであった.英 国には特 に目立
った産業 が思い当 たらないが,強 いて言 えば大学 を核 とし
た頭脳 が産 業 の中心 と言 えるか もしれ ない.Sotonに は
ISVR以 外 にもい くつ かの分野 で世界 的な研 究所が ある.
他の英国の大学 にも特徴 的な研 究所が あるように思 う.日
本の大学 はどこも,こ れ と言 った特徴 はなく横並 びである
が,何 か一つ しっか りした教育研究分野 を持 てば,産 官学
も進めやすいだろうと思 った.
ISVRの 産学連携 につ いて,Academicス タッフで ある私
のホスト教授Mace(以 下Brian),コ ンサルタント部門の自動
車分野のリーダ,Dr.Dixonに 状 況 を聞いた.Dixonに よれ ば,
ノルマはコンサルタント成果 であって論文 ではない.Brian
によれば コンサルタントはコンサルタント,内 容 について援
助するようなことはほとんどない,現 在 のAcademicサ イドが
望 む企業 との連携 は,授 業料 を払 って学生 として来 て貰 い
たい,・とのこと.綺 麗 に大学 のやるべ きことと企業 のや りた
いことがすみ分 けられている.日 本 の場合,大 学の研究室
と企 業の思惑 のギャップに,大 学人 も企業人 も悩 んでいる
と思 う.制 度 などの違いは大 きいため,ISVRの やり方 をそ
の ままというのは到底無理 な話で あるが,今 後の日本 での
産学の連携 について考 える上で大変貴重 な情報 となった.
4.3Advisorycommittee
年 に1回,内 外 の顧問 を招集 して,ISVR全 体 の運営 に関
する報告 及 び方針 が示 され る.客 員研究 員であ る私 も出
席 させ てもらうことが できた.委 員 はISVR名 誉教授,会 社
常務 など鐸鐸 たる顔 ぶれで,現 職ISVR教 員が収支 決算,
教員移動,教 育 内容 などについてプレゼンを行 なった.全
員 が対 等な関係 で時 には ジョrク を飛 ばしなが ら,こ れま
でのISVRの 進 め方 について,今 後の方針 について,活 発
に議論 された.ひ とえに振動騒音 と言 ってもその範囲は広
く,ISVRの 進 む方向に対 しての議論は特 に熱か った.時 に
は,学 部教育 などする必要 は無い,優 秀 な留学生 だけを受
け入れればいい,研 究中心 の指導が重要 だ,と いう強烈な
意見 も聞か れた.世 界 の リーダ的存在 で ある研 究所 の構
成員の大変 さとい うものを痛感する会で もあった.
4.4教 育 プログラム
研究所 と言 っても,ISVRに は学部生 か らの教育 を行 な
っている.プ ログラム数 は学部生用3つ,院 生用6つ がある.
どれももちろん振動騒音 に特化 してお り,動 力 学,振 動学,
音響 学,計 測 制御 関連,コ ンピュータ関連 の科 目が揃 えら
れてい る.こ のプ ログラムを完了す れば,す ぐに会社で業
務 に携 われそうな内容 の濃 さである.
(a)UndergraduateProgrammes
・AcousticalEngineering
MEng,BEngが ある.MEngは4年 制で,2,3年 次終了後 の




BScの みで,ISVRとSchoolofMusicの 混合 したプログラ
ムとなっている.
・Audiology
BScの みで,Soton,Hampshire(州)とWight島(サ ザ ンプ
トンの南 の島)の 就業訓練健康協会が共 同で行 っている
プログラムである.NHS(NationalHealthService,英 国
の健康保険制度)の プログラムの一つ.よ りよいサービス
を与 えられる聴覚科学の養成 を目的 としている.
(b)MScandDiplomaProgrammes
以下のプログラムが あり,多 様 な制度が混在 している.基











EDSVSは ヨー ロ ッパ の8つ の 大 学,研 究 所 が 共 同 で 行 って
い る プ ロ グ ラム で,ISVRが 中 心 とな って い る.EDSVSは 教
員 間 の 連 携 に も効 果 を発 揮 して い る.私 の 滞 在 中 に も3ヶ
月また は6ヶ 月 間 とヨー ロ ッパ 各 地 か ら学 生 が 来 て い た.
上 記 の 各 プ ロ グ ラム の 学 生 は,年5,6回 開 催 され るShort
Courseに 参 加 す る こ とが で き,単 位 の 取 得 も可 能 に な る.
この ようなcourseは 世 界 の 企 業 技 術 者 向 け の もの で あ る.
4.5教 育 指 導
ISVRに は,日 本 の 大 学 の ような 教 員 毎 の 研 究 室 な ど が な
い.上 記 の グル ー プ が 大 きな 一 つ の 研 究 室 に相 当 して い る.
院 生 は1名 な い し2名 の 教 員 をSupervisorと して=登録 す る.
院 生 は プ ロ グ ラ ム の 最 初 と6ヵ 月後 とに,・Supervisor(s)と 他2
名 の 教 員(時 に は外 部 の 教 員)と 面 接 を行 い,研 究 の 成 果
及 び 計 画 に つ い て 議 論 す る.そ し て,そ の 度 に,
Supervisor(s)を 退 室 さ せ,残 りの 教 員 でSupervisor(s)の 指 導
に つ い て ざ っ くば ら ん に 学 生 の 意 見 を 聞 く.講 義 に 関 して
も,毎 月,意 見 聴 聞 会 が 催 され て い る ようで あ る.ま た,院
生 も研 究 生 も基 本 的 に 毎 週 個 別 打 ち 合 わ せ の 場 を 持 って
い る.
日本 に い る ときは,ISVRに は な ん て 優i秀 な 学 生 が た くさ
ん い る の だ ろ うと思 って い た が,講 義 の 学 生 の 雰 囲 気 な ど
'
か らは し っ か り聞 い て い る とは 思 っ た が,あ まり分 か って い
な い と も 思 っ た.し か し,毎 週 の 打 ち 合 わ せ な ど で
Supervisor(s)が し っ か りと指 導 して い るた め,学 生 の 成 長 は
目覚 し い もの を 感 じ た.一 重 に 教 員 の 能 力 に よる とこ ろ が
大 きい とは 思 うが,こ こ に は し っ か りとした 教 育 が あ る こ と
を 感 じた.
5.在 外 研究
日本 で は 振 動 騒 音 解 析 と言 え ば モ ー ド解 析 中 心 で あ る
が,私 は 波 動,エ ネル ギ の 観 点 か ら の 解 析 に興 味 を 持 って
い る.こ の 観 点 か らの 研 究 は 欧 米 で 盛 ん に 行 な わ れ て い る.
当 初 は 米 国,仏 国 の 大 学 を 考 えて い た が,波 動 解 析 で 著 名
で あ っ たBrianが 英 国 のISVRに 移 っ た こ とを 知 り,ISVRを
在 外 研 究 先 ζ決 め た 。以 下,私 が 所 属 したDynamicsGroup
と在 外 研 究 内 容 に つ い て 紹 介 す る.
5.1DynamicsGroup
私 の 所 属 した グ ル ー プ はDynamicsGroup(DG)で あ る.
DGに は1人 のProfessor,2人 のReader(英 国 だ け の 称 号 で
Professor-一 一歩 手 前,2004年10月 現 在,二 人 はProfessorに
昇 任 され た),3人 のLecturerが い る.教 員 は ラフ に 振 動 全
般,鉄 道 関係,自 動車関係 に分 けられ る.私 の ホスト教授
BrianはReader当 時で振動全般 を扱 っているが,特 に,波 動
解析,エ ネルギ解析 の権威 である.当 時,Brianは9人 の博
士学生 と2人 のボスドク,2人 の客員研究員(1人 が私)が つ
いていた.た だ,前 述のように,Brianだ けで これだけの指
導 をしてい るのではなく,もう1人の教員 と共 同で指導 して
いた.前 にも書 いたが,毎 週1回 すべ ての学生 と打 ち合 わ
せ を行 なっているため,大 学 にいる時間 はほとんど打 ち合
わせという感 じであった.私 はBrianと 渡英後す ぐに2度,顔
合わせ と互 いの研 究紹介 を交 したが,そ の後,Brianは 出
たり入 ったりと慌 しく,EasterHolidaysも 重 なり,なかなか会
えなか った.そ んなとき,突 然Brianか らメイルが届 き,そ こ
には,「Toruが 到着 してか ら忙 しく,無 視 していると思 われ
た くない,申 し訳 ない,5月 には落ち着 くか らよろしく」と書
かれていた.私 もちょうどそのころ,7月 の国際会議の論文
執筆,5月 の国際会議の発 表準備で忙 しくしてい たので,メ
イル を貰 ったときには感動 してしまった.そ の後 は,1ヶ 月に
一度 くらい
,研 究 などの話 をす る時 間 を割 い てくれ た.
Brianと の打 ち合 わせ は研究 から学生指導 に至 るまでとて
も参考 になった.
また,ISVRで はグループ毎 に毎 月Groupmeetingを 行 な
う.そ こでは,連 絡事項の伝達,二 人つつの研究発表会 な
どが行 われ る.私 は帰国直前の3月に発表 を行 い,有 意義
な議論 を交 させ てもらった.Brian以 外 の先生 方 もみん な
英国人であったが,と ても紳士で,誠 実 に接 してくれる人た
ちであった.
何 でもグループ単位 に行動 するが,設 備 なども然 りであ
る.例 えば,計 測器,プ リンタ,ス キャナなどはグループ内
で共有 して使 用する.台 数は日本 の一研 究室 と同 じくらい
で,資 源 を有効利 用 してい るという感 じで あった.ま た面
白いことに,一 般 には20万 円 くらいの在外研究費 を支払 う
が,Brianの チーム(振 動全般)に 属 した私 はその支払 いを
求められなか った.与 えられるPCもBrianの チームはDeil製
のpentium4,WindowsXPな ど最新 に近 いもので あったが,
他 のチームはpentium3,Windows98と 一昔前のものであっ
た.こ れは,結 局,チ ームまたは教員 で得 ている助成金 に
依存 しているようであった.
5.2在 外研 究内容
Brianと5月 に在外研 究の内容 について議論 した.フ.ロ ジ
ェクトに参加することもで きたが,自 分 の興味 のあることの
取 っ掛か りを得 たか った私 は,こ ちらの関心事 を伝 えた.
その結果,そ の関心事 はBrianの 関心事 とも一致 してお り,
その一部は論文 として執筆中であることを知った.そ うして,
以下 に上げる3つのことを独 自で行 なうこととなった.
①SEAモ デルとエネルギ分布モデル
②FEMを 用 いたエネルギ分布 モデリング
「





は,中 高周波数域 の振 動騒音解析 手法 である.振 動 騒音
が問題 となる対象系 をパ ーッなどの要素毎 に仮想 的 に分
割する.振 動音響 に共通 なエネルギ(パ ワー)を 変数 として,
エネルギの周波数平均 ,要 素内の空 間平均 に着 目する.そ
して,対 象系外 か ら対 象系 に入力 されるパ ワーが,要 素内
で散逸するパ ワーと隣接する要素へ伝達するパ ワーになる
と考 え,全 系 のパ ワー平衡式 にモデル化する.散 逸パ ワー,
伝 達パ ワーは,熱 問題 のように,そ の要 素が持 つ振動 ある
いは音響エ ネルギに比例するものとして扱 う.比 例定数 は
対 象周波数帯域 に存在 する固有 モ ードが同程 度 に励起 さ
れているなど,各 種仮定条件の上 で波動理論 などを利用 し
て算 出され る.そ のため,SEA適 用条件 を満 たさなければ
良好 な結果が得 られ ない.一 般 に,高 い周波数ほどSEAの
適用が可能である.し か し,実 際の構 造物 ではSEA適 用下
限周波数につ いて明確 な線引 きが困難である.
一方
,SEA同 様 に周 波数平均 した要素エ ネルギ と入力
パ ワーとの関係 を表 わすエ ネルギ分布モデルは,対 象が線
形 であれば必 ず成 り立 つ.SEAの 比例 定数 は各種条件 の
上で予測することが可能である(そ のために適用 限界 が存
在 する)が,エ ネルギ分布モ デルの比例定数 は実験や コン
ピュータ解析 により求めることができる.
そこで,SEAの 適用性 などについて議論 するため に,線
形系であれば完全 に成立するエネルギ分布 モデルと,各 種
仮定 の上 で成 り立つSEAモ デルを対比 することとした.そ
の結果,こ れ までのSEA研 究で遭遇 してきた疑問点 を把握
することができるようになった.な お,こ の研 究 を進めるた




析 を利用する必 要が ある.安 全上実験 はできない契約 とな
っていたため,FEMを 用いることになった .私 は,日 本 でも
FEMを 用い たSEAモ デル構藻 技術 など開発 してきてい た
ため,よ り効率的で汎用的 なプログラムの開発 は興味深い
ことであった.プ ログラム言語 は これをい い機 会 と思 い,
ISVRの 講義でも使 われてい るMatlabを 用 いることとした.
これ までC言 語 を使 ってい た私 にとっては大変 とっつ きや
すか った.楽 しさのお かげで,最 初 の2ケ月でこれ まで日本
で行 ってきた研究 の各種 プログラムのリメイク,新 しいプロ
グラムを開発 することができた,帰 国後,学 生 にMatlabを
使用 させているが,C言 語のときよりも早 く習得できるように
なった.ま た,こ のときに作成 したプログラムは今,学 生指
導 に大いに貢献 している.
話 を本題 に戻 す.FEMモ デルを用 いてエ ネルギ分布 モ
デルを作成するには,す でに高機能 なFEMソ フトが市販 さ
れているため,最 初か らFEMの プログラムを作 成すること
は 意 味 が 無 い.そ こで,市 販 され て い るFEMソ フト
(ANSYS)を 用 いてFEMモ デルを作成 し,質 量,剛 性 マトリ
クスをMatlabで 読 み込 むごどとした.ち ょうど6ヶ 月間同室 し
たフランスか ら在外研究で来ていたDenis先 生(写 真4)と の
共 同作業が始め た.私がANSYSか らのデータ取 り込み,質
量,剛 性マ トリクスの生成の雛形 を作成 し,プ ログラムの高
速化 をDenis先 生 に担当 してもらった.完 成 したプログラム
は,研 究員や学生 にも利用 してもらい,そ の際 に相互 の研
究談義に花 を咲かせ た.
ようやく移行 プログラムが完成 し,次 の段階 として,各 要
素のエ ネルギ を効率 よく算 出するプログラムの作成 を行 っ
た.こ こで はBrianの 論文 を参考 にした.な か なか論文 と同
じ結果 とならず思い悩み,Brianに は何度か相談 にものって
もらった.そ のやり取 りを通 じ,Brianの 数学力 の強 さを実
感 し,考 える過程 を垣 間見 ることが できた.よ うやくプログ
ラム は完 成 したが,論 文 の ミス を指 摘 する結 果 となり,
Brianに ショックを与 えてしまった.ち ょっとしたミスで論 に
変 わりはないことで あったが,そ の場 でなん と言 っていい
か分からない雰囲気 となった.・ 」
5.2.3過 渡SEA
SEAは 定常状 態の解析手法 であるが,衝 撃 応答解析手
法 としてSEAを 拡張 した過渡SEAが 提案 されている.日 本
にい るときか ら,エ ネルギに基 づ く衝 撃応答解析 を行 うこ
とを考 え,タ イミングよく某企業 の方 か らの打 診 もあったの
で,こ れ はい い機会 と過 渡SEAに 関する研 究 を始 めた.
Brianも 初 めてのことであるようで興味 を持 って盛 んにアド
バ イスしてくれた.こ のテーマに関するはじめの打 ち合 わせ
で は,ピ ックアップ した関連論文 を用意 してくれ,貴 重 な資
写真4フ ランス か ら在 外で い らしてい たDenis先 生 と先生 の
送別会 にて
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料 と共 に頂いた.
衝撃下では,各 要素に蓄 えられるエ ネルギが時々刻 々と
変化する.過 渡SEAで は,定 常時のパ ワー平衡式 に要素エ
ネルギの時間微分項 を追加 して考 える,Brianと 私 は,そ も
そもその定式化 の妥当性 があるのかについて着 目した.は
じめに,過 去 のISVRの 博 士論文 などを参考 に,厳 密解 の
求められ る集 中定数系(ば ね,ダ ンパ,質 量で構成 される
系)を 対象 に検討 を行 った.そ の結 果,過 渡SEAの 式では
厳密 でないことを明 らかにし,補 正項の導出 を行 った.次
の段階 として,簡 単 な構造物(棒,は り,平 板)を 対象 に,前
項 で開発 したプログラムを流用 し,補 正項 を考慮 した予測
プログラムを完成 させ た.シ ミュレーションの結果,補 正項
の導 出は良好 であった.ISVRで 実験することができなか っ
たため,現 在,こ の成果の実験 的確認 を進めると共 に,先
の企業 と意見交換 を進めている.
5.3そ の他
私 は日本 自動車技術会の音質評価技術研究会メンバ とな
っている(今 年度 から音質評価技術部門委員会).こ の年度
は,サ ンプルした自動車,ト ラックなどの走行音CDを 使 って
音質評価 を行 い,国 際比 較 を行 なうことを計 画 していた.
その関係か ら,ち ょうどISVRに いる私 に研究会委員長か ら
協力依頼 があった.そ のため,興 味 を持 ち,担 当できる先
生(Dr.Ian.H.Flindel1)をBrianに 紹介 してもらった.契 約書 の
取 り交 わしか らはじめ,日 本か ら送 られて きた音質評価 シ
ステムの受け渡 し,ス ペ インの女学生 に被験者 を集めても
らっての聴感実験 などをしてもらった.こ の関係 で,キ ャン
パスか ら離 れ たところにあるコンサル タントの自動車部 門
に出向 くこともできた(写 真5).イ ギ リスらしい建物 と言 え
ばそうであるが,ど こから見ても小屋 という感 じで,中 も決し
て綺麗 とは言えなかった.し かし,請 け負っている車両やエ




写真5コ ンサル タン ト自動車部 門の建物
6.英 国生 活
6.1入 国審査
出国前年 の暮 れか らビザ などの情報収 集 を始めた.英
国大使館 によれ ば,私 のような在外研究 では家族 も含めて
ビザ は不要 とのことであった.そ のため,ビ ザ について何
も準 備 はしなか った.と ころが,渡 航直前,以 前英 国で在
外研 究 を過 ごされた他大学の先生か ら,ビ ザは必要 だと言
われ,不 安 に駆 られ た.し か し,時 は既 に遅 しで,internet
でもう一度 ビザ関係 を確認 するだけでどうにで もなれ的に
出国 した.入 国審査 を受けるとき,小 心者 の私はどきどきし
てい たが,Sotonか らの受入 れ許諾書,本 学で発行 してもら
った在外研究証明書 などをしっか りと手 に携 え,審 査 に挑
んだ.順 調 に質問に答 え書類 を提 出した.し か し,そ こか
ら少 し時間がかか った.審 査官 は席 を外 し,隣 の審査 官
などに確認 を始めた.不 安 に駆 られた私は,何 か問題 ある
のか,と 尋 ねたが,私 のような訪問者 ははじめてであるの
で確 認 してい るだけだ,と 楽 しそうに答 えた.結 局,入 国
審査 は無事終了 した.な お,現 在 は6ヶ 月以上 の滞在 には,
エ ントリークリアランス(入 国許可証)を 渡航前 に入手 しなく
てはならない.
6.2生 活の立 ち上 げ
私 は,妻(企 業か らの留学)と 当時3歳 の娘 を連れて渡英
した.出 国直前 に慌 しくSotonのAccomdationofficeに 住宅
(Flat,アパ ートみたいなもの)の 手配 をしていたため,住 宅
探 しは不要であった.今 思 えば,自 分 の目で見 て苦労 して
や るのもよか ったかなと思 うが,当 時 はそ れが とんでもな
い ことと思 っていた.サ ザ ンプ トン到着 後,Accomdation
officeに出向いた.正 式 な契約 には銀行 口座 が必要 で,銀
行 口座 を開設するためには住所が必要 とのことで あった.
そ のため,担 当者 に物件 の住所 と私 の名前 を書 き込 んだ
書類 を作成 して もらい,ISVRに 滞在する証明 をBrianに 書
いてもらった.そ れ らを銀行 に持参 し,口 座 を開設 し,よ う
や く住 まいを確保することができた.そ こでの生活は11日 目
か らスタートした.入 居後 は,家 電製品の購入,TVラ イセン
ス(カ ラーTVで 年間120ポ ンド,支 払 わない と罰金)のPost
Officeで の取得,電 話 の契約 など,手 探 りであったが問題
なくことはすすんだ.我 々のflatは電気,ガ スはChargeKey
というもの に売店で金額 をチャージし,外 にある機器 にそ
れを差 し込みその金額分使 えると言 う方式 のもので,特 別
な契約など必 要なか った.
一方
,我 々が在外研 究 を行 なうためには,娘 を保育園な
どに預 けな くては ならなか った.出 国前 にSotonのDay
Nurseryと メイルでや り取 りしたが,空 きが なか った.現 地
でもその状況 は変わらず,ひ とまずwaitinglistに 載せ てもら
い,空 きができる度 にセッション(半 日単位)を 増 やしていっ
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た.月 か ら金 まで預 けられるようになったのは6月 末で,こ
の間,我 々は娘 をそれぞれの部屋 に連れて行 ったり,子 守
を順番 にや った りしてしのいだ.な お,保 育費 は公 立であ
れ ば無 料(保 育 時 間 が短 い)で あ った が,大 学 のDay
Nurseryで は月から金 で一月550ポ ンド程度だ った.




以 前 は入 国後2週 間以 内 に警察 で住 民登録 をする必
要があったが,6年 前 からその必 要は無 くなった.そ のた
め,我 々は一切英国 に届 け出などせず,英 国大使館 にも
届 けず,不 思議 な感 じで日々を過ご した.よ うや く,7月 に
CouncilTax(住 民税)の 請 求が来て住民 としての認 識が
持 てた.住 民税 は当初1300ポ ンド(前 年の20%ア ップ!)
であったが,我 々のような滞在で は半額程 度 にはなるこ
とを聞いていたので,早 速役所に出向き相談 した.結 局,
書類 を持 ち帰 り,減 額理 由を書 き込み郵送 し,8月 に半額
になった請求書 を受 け取 った.「50%は 住人,50%はFlat
にか かるので,Flatの50%分 は免 除する」と手紙が添 え
られていた.住 民税の値上が り率 は驚 くべ きもので あっ
たが,保 育 園も毎月高 くなるの には驚いたものである.
その他 に我 々が 関係 した税 金 は,VAT(消 費税)で
17.5%と 日本 人にとって は膨大 なものである.し か し,他
のヨーロッパの学生はごく普通 だと言 っていた.
(b}NHS(NationalHealthService)
NHSは 健康保 健制度 のことで,イ ギ リスの居住者 は(長
期滞在者 も)このサービスを受 けることができる.所 得税,
VATな どで本サ 」ビスは支 えられているそうで,病 院で
は診査,検 査,予 防接種,出 産 などお金 を支払 わ なくて
よい.一 年 間 の滞 在 で所 得 税 も納 め ない 我 々もGP
(GeneralPractitioner,家 庭医)を 申 し込み,登 録す れば
同様 なサービスを受 けることがで きる.治 療費がただ と
いうことは,で きるだけお金 がかか らない治療 をすること
につ なが る.そ のため,GPの 当たり外 れで健康 は大 きく
左右 されると言 うことも冗談交 じりに聞いた.
(c)自 動車
日本の免許 を英 国のものに書 き換 えることもで きる.し か
し,一 年間の滞在であったため国際免 許で過 ごした.英
国での中古車 の取得 は,VehicleDocumentationのDVLA
(DriverandVehicleLicensingAgency)へ の提 出,自 動車
保険へ の加入,道 路税 の支払 いだけで ある.そ のため,
個人売買が盛 んに行 なわれ,ス ーパーマーケット,新 聞,
Internetで売買情報 が溢 れている.日 本で は考えられない
が,走 行距離10万kmを 超 える車 もた くさん売 りに出 され
ていた.日 本車 は評判 どおり高 い方 で,中 古 のCIVIC(3
ドア)で5000ポ ンド,新 車 のJazz(日 本名Fit)で10000ポ ン
ドであった.韓 国車 も日本車 同様 に高 く,Vaxhall(Ope1
のOEM),Fordな ど中古車 になると格安 という感 じであ
った.我 々が購 入 した車 は,98年 式の走行距離5万kmの
Ford,Escort1.8で あったが個人売買で2100ポ ンド,帰 国
時 には1300ポ ンドで売れた,
自動 車 保 険 へ の 加 入 は,日 本 と基 本 的 に 同 じで,
intemet,電 話などで個人情報,車 両情報 を伝 えればよい.
日本の免許センターなどが発行 している英文の無事故証
明書 を持 っていれば,半 額程度 に減額 される.私 の車で
は500ポ ンドくらいであった(外 国人は高め).道 路税 は,
Postofficeで 簡単 に支払 うことがで きる.年 間150ポ ンド
程度で,taxdiscと いう紙 の証 明書 をもらい,そ れ を車 の
11前 窓に提示 する必 要があ る.車 検 はMOTと 言い,毎 年
行 なう必 要が ある.検 査料 は35ポ ンドくらい,修 理,交 換
は実費払 いとなる.
英国の高速道路(Motorway)は 無料 であったが,ガ ソ
リンがunleaded(無 鉛)で1リ ットル75ペ ンス(150円)と 高
か った.我 々がいるころか らSpeedCameraの 増設 を行 な
っており,今 で は4000個 以上になっている.私 は5月 のあ
る日曜 日にしっか りとそのカメラのflashを焚い た.そ の後,
警察 からの呼び出しに怯 えた.地 元 の人 いわく一度は大
丈夫 との ことであったが,中 には呼び出された人 もいる
と聞 き,し ば らくは控 えめの運転 を心 が けた.結 局,呼
び出しは無か った.な お,走 行中の携帯電話の使 用は日
本 では既 に禁止 されているが,英 国では帰 国直前 の2月
頃にようやく導入 された.英 国に生活 してみて,様 々なこ
とで 「自己責任」とい うことを感 じたが,そ のため規制 と
言 うことは遅 くなるのかもしれない.
(d)祝 日,Holidays




BoxingDay(12/25).括 弧 に月を入 れたもの は,毎 年 日が
変 わる.4月 のイースタ,夏,ク リスマスか ら年始 は長期
にわたるHolidaysと なる.我 々もその期 間 は自動車旅行
などで楽 しんだ.Holidaysで はなか ったが,Wimbledon
にテニス観 戦 にも行 った.現 地でチケットが購 入で きる
だろうと高 を括 っていたが,長 蛇の列 に甘 さを実感 させ
られ た.前 方 に並 んでいる人は4時 間後 には入れ るだ ろ
うか ら,と 楽 しそ うに話 していたことは我 々には耐 えられ
ない もので あったので,結 局観戦 は断念 した.が そのと
き,上 空か ら爆音 が聞 こえてきた.上 空 には,過 去 の英
国の栄光 になってしまったコンコルドが飛 んでいた.と て
も貴重 であるので,写 真6に 小 さいけれ ども載せ ておく.
英 国サザ ンプ トン大学ISVR滞 在記 75
難 雛 、 7.お わ りに
鯉 織 蹴 辮 器懸難鯉鍛鵜鱒羅雛
雛 講繍 翻灘蕪灘 毒聯器薦
懲齪灘
写真6あ れはなん だ一!
コンコルドの最終便 の案 内,関 連 したTV番 組 は英 国の
象徴 であったことをつくづ くと感 じさせ られた.
この1年 間の英国滞在 中に感 じたこと,経 験 したことは非
常 に貴重で有意義 なものであった.今 後 の本 学での学生
教育,研 究活動に大いに活か したいと思 う.
最後 になりましたが,こ の度の貴重 な機 会 を与 えていた
だきました本学各位 にお礼 申し上 げ ます.ま た,在 外期 間
変更 などで ご迷惑 をお かけした伊藤勝悦先生 をはじめ工
学部諸先生方 に感謝 の意 を表 します.さ らに,留 守中,担
当科 目を快 くお引 き受 けい ただきました,小 嶋英一先 生,
浦田暎三先生,田 島守先生 に深 くお礼 申し上 げます.渡 英
前 に色々とご助言 いただきました,本 学電気 電子情報工学
科の遠藤信行先 生,穴 田哲夫 先生,神 奈 川工 科大学 の大
野進一先生,東 京大学 の鎌 田実先生 にも,こ の場 をお借 り
してお礼 申し上げ ます.
